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ボーリング柱状図
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41.12 1.05 1.05

礫混り粘
土
(CH-G)

39.37 1.75 2.80

粘土質礫
(GC)

38.87 0.50 3.30

粘板岩風
化土

37.77 1.10 4.40

強風化粘
板岩
(Sl)

35.72 2.05 6.45
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岩
(Sl)

暗
褐
灰

黒
灰
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灰

黒
灰

黒
灰

密
な

崖錐生砕石物である
風化角礫混じる

頁岩・粘板岩
下位に従いφ15～20mmの角礫状
となる

粘板岩が風化土化したもの。

粘板岩の強風化帯
所々石英脈を挟む
コアはほとんど細粒土及び細礫状
となる
含水比中位
所々チャートを挟む
ほぼ垂直方向にクラツク発達
粘板岩の破砕部
コアは礫状主体にコア片含み乱れ
る
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